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「太平洋の海溝ジォダイナミクス」 に関する 国

際シンポジウムが,ソ 連科学 アカデ ミー ・国 際
"リ ソスフ

ェア"研 究計画ソ連国 内委員会 などの

主催で1987年6月29日 か ら7月5日 まで南サハ リ

ン,ユ ージノサハ リンスク市(豊 原)の 共産党州

委員会政治教育局の講堂で開催された。参加者は

ソ連からの約150名 のほか5か 国25名 であった。

ソ連以外の参加者の内訳は,日 本9名,ア メリカ

12名,イ タリー2名,ハ ンガリー1名,西 ドイツ

1名 である。日本からは青木 斌(東 海大),木 村

学(香 川大),三 宅康幸(島 根大),茂 木清夫(東

大地震研),根 元謙次(東 海大),新 妻信明(静 岡

大),西 村 敬一 ・志岐常正(京 都大),岡 田 博有

(静岡大)が 出席 した。アメリカからはT.Hilde

(Texas A & M  Univ.), J. Krason (Geoex-

PlorerInternationa1)の ほか,U.S.G.S.関 係者

を中心 とする若手研究者が多かった。

シンポジウムは,組 織委員長 KF. Sergeyev

(海洋地質学地球物理学研究所長)ら の歓迎挨拶

に始まり,下 記の5セ ッションに分けて4日 間行

われた。

1. 海溝 と島弧の構造 とジオダイナ ミクス

2. 付加 テク トニクスと背弧拡大

3. 火山活動および火成岩の地球化学

4, 海 溝形成モデル

5. 地震 と津波

各セッションは同一会場で行われたので便利で

あった。講演はロシア語または英語で行われ,常

に同時通訳がついた。講演では70編 の論文が読ま

れ,ポ スターセッションは37件 を数えた。各講演

に対する討論は極めて活発で,プ ログラムも途中

から大幅に変えざるをえないほどであった。特に

興味深かったことは,ソ 連側研究者の講演の多く

はプレー トテク トニクスを認めないか,仮 説 とみ

なす立場からのものであったが,討 論ではプレー

トテク トニクスを前提 としたような議論が多かっ

たことである。連 日の講演は朝9時 から午後7時

過ぎまで行われ,か なりハー ドなスケジュールで

あった。また,講 演の合間には,カ ムチャッカの

火山噴火の観測 ・調査の模様を写 した ドキュメン

トフィルムが上映された。追力十分な映画であっ

た。

7月3-4日 は地質巡検が行われた。3目 はユ

ージノサハ リンスクからホルムスク(真 岡)市 ま

でのルー トで第三系を観察した。4日 はユージノ

サハ リンスクから北東のレスノイエ村までで,神

居古潭変成岩の北方延長に当たる結晶片岩を観た

後,清 流の岸辺でバーベキュウパーティをひらい

て懇親を深め合った。これ らの巡検では,北 海道

との関連からの地質見学ができるものと,大 いに

期待して参加 した。事実,案 内者もこのような観

点から説明していたが,説 明資料の配布は全 くな

く,観 察地点も断片的なのが惜 しまれた。

会期中,わ れわれ外国人に対するソ連側の配慮

は大変きめ細かいものであった。宿舎はサハ リン

ホテルが当てられ,待 偶もよかった。毎 日,講 演

終了後は博物館,サ ナ トリウム,サ ウナ,デ パー

ト,ピ オニール ・サマーキャンプなどの市内見物

のプログラムが用意された。また,最 終 日は市郊

外にある海洋地質学地球物理学研究所を訪問し,

Sergeyev 所長,H. Gnibidenko博 士 らと交流を

深めることができた。

また,こ の会期前後2日 ずつ航空機便の関係で

ハバロフスクに滞在したが,こ の間も構造地質学
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地球物理学研究所,学 術 ・文化交流委員会極東支

部,そ の他市内要所の訪問 ・見学日程が組まれる

など,こ こでも配慮をいただいた。とくに,構 造

地質学地球物理学研究所では所長のアカデミシャ

ンI. A. Kosuigin教 授 と学術交流の諸問題につ

いて話し合 うことができた。

今回のシンポジウムでは,海 溝問題に関するソ

連側の最近の研究成果と研究動向に接することが

できたのは大きい収穫であった。海溝沈み込み帯

についてのソ連側主催者の考え方や問題意識は,

今 シンポジウムのシンボルマークに描かれた巨大

な疑問符号化 した沈み込み帯に象徴されているよ

うに思う。一方,日 仏KAIKO計 画 の成果に対

するソ連側の関心は極めて高 く,わ れわれの滞在

中地元新聞にもその概要が紹介されるほどであっ

た。深海潜水艇による海洋調査にソ連も強い意欲

を示 しており,既 に2000m級 潜水艇によるオホ

ーツク海東部の千島寄 りの調査でかなりの成果を

挙げているようである。ソ連も現在6000m級 潜

水艇を持 とうとしているようだ。

今シンポジウム 閉会式 は組織副 委員長L .A.

Savostin(海 洋研究所)の 司会のもとで行われ,

本標題の国際シンポジウムを定期的に(例 えば2

年毎)開 催 したいという熱い要望が採択された。

しかし,次 のシンポジウムを何時,何 処で開 くか

議論 されたが結論はえられなかった。目ソを中心

とするこの種の国際会議を日本でも開 くべきであ

ると思 うが,日 本側の障害が早急に取り除かれる

ことを切に願っている。 今回のシンポ ジウムで

は,わ れわれ全員の滞在費をソ連科学アカデミー

が負担 して くれた。ソ連側の配慮に感謝するとと

もに,今 シンポジウムの成功に祝意を表 したい。

50


